
老朽化消火器の適切な取扱いについて 

 

老朽化消火器による破裂事故が発生していることもあり、住民の皆様、事業

者に対して周知徹底をお願いします。 

 

腐食が進んでいる消火器があれば、廃消火器リサイクル回収窓口にご

連絡されますようお願いします。 

 

廃消火器リサイクル回収窓口のＨＰアドレスです。 

http://www.ferpc.jp/accept/ 

 

 

○ 消火器が風雨にさらされる場所や湿潤な場所等に設置されていないかを確

認するとともに、消火器の状態を点検し、腐食が進んでいるものは絶対に使

用しないこと。 

 

○ 不要になった消火器については、放射、解体等の廃棄処理を自ら行うこと

なく、回収を行っている事業者に廃棄処理を依頼すること。特に、腐食が進

んでいる加圧式の消火器は、容器破裂の危険性が大きいので、速やかに廃棄

処理を依頼することが望ましいこと。 

http://www.ferpc.jp/accept/


 
参考資料１ 

消火器の内部構造（蓄圧式・加圧式） 

 
 
出典：一般社団法人日本消火器工業会ＨＰ

（http://www.jfema.or.jp/howto/howto3.html） 

http://www.jfema.or.jp/howto/howto3.html
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住宅、野外等で放置されていたものが多い模様

老朽化消火器に係る破裂事故の発生状況

◆ 主な事故の類型
○ 事故の類型として最も多い内容

＊蓄圧式でも、腐食による強
度低下等と相まって、廃棄
処理時の過度の応力や衝
撃により破裂する事例が
散見

腐食しやすい環境（屋外、
軒下、水回り等）

保守管理が不十分

消火器の
操作者が受傷

（通常は圧力のかかっていない）
加圧式の消火器において、放射
操作に伴い本体容器内の圧力
が急激に上昇し破裂

経年に伴い本体容器（特に
底部）が腐食して強度低下

屋外や軒下等腐食
しやすい環境に消
火器を放置

経年に伴い、本体
容器の腐食が進行

廃棄時等の放射操
作に伴い、本体容器
内の圧力が急激に
上昇

容器（特に底部）が
圧力に耐え切れず
破裂

（イメージ）

＊加圧式・蓄圧式の違いについては次のＵＲＬを参照。[http://www.jfema.or.jp/howto/howto3.html]

○ 消火器を取り扱う際の注意事項
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